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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２８年４月２８日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 平成２７年８月２１日 １３時４５分ごろ 

発生場所 京都府京都市西京
にしきょう

区嵐山北松尾山の桂川 

 上
うえ

山田三等三角点から真方位００７°１,３５０ｍ付近 

 （概位 北緯３５°０１.８′ 東経１３５°３９.０′） 

事故の概要  旅客船２６号は、航行中、乗組員１人が落水し、死亡した。 

事故調査の経過  平成２７年８月２４日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者としての乗組員Ａからの意見聴取は、本人が本事故で死

亡したため、行わなかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

旅客船 ２６号、総トン数なし 

 なし、保津川遊船企業組合（Ａ団体） 

 １０.９８ｍ×２.２７ｍ×０.５８ｍ、ＦＲＰ 

 機関なし、平成２３年１１月 

 第２５３－３２４２１号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 乗組員Ａ 男性 ５８歳 

 操縦免許 なし 

乗組員Ｂ 男性 ５９歳 

 操縦免許 なし 

乗組員Ｃ 男性 ５０歳 

 操縦免許 なし 

乗組員Ｄ 男性 ４３歳 

 操縦免許 なし 

 死傷者等 死亡 １人（乗組員Ａ） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南西、風力 ２、気温 約２９℃ 

水象：水位 ０.６５～０.６６ｍ（トロッコ保津峡駅付近）、水温 

不明 

 事故の経過  本船は、乗組員Ａほか３人（以下乗組員Ａ以外の３人を総称する場

合「他の乗組員」という。）が乗り組み、旅客２３人（大人１８人、

子供５人）を乗せ、船首に竿
さお

差しの役割として乗組員Ｄが、船首部の

梁
はり

の右舷端及びそのすぐ後方に、櫂
かい

引きの役割として船首側から乗組
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員Ａ及び乗組員Ｃが共に船尾方を向いて腰を掛け、更に船尾部の梁の

後方に舵持ちの役割として乗組員Ｂがそれぞれ配置につき、桂川の川

下りのために京都府亀岡市の乗船場を平成２７年８月２１日１２時５

５分ごろ出発した。（図１参照） 

  

 

 

 

 

      図１ 本船平面図及び乗組員の配置 

 本船は、全行程の約３分の１となる「女渕
おんなぶち

」と称する場所を通過

したのち、１回目の配置の交代を行い、乗組員Ｂ及び乗組員Ｄが櫂引

き、乗組員Ａが舵持ち及び乗組員Ｃが竿差しについた。 

 本船は、その後、全行程の約３分の２となる「黒瀬」と称する場所

を通過したのち、２回目の配置の交代を行うこととし、乗組員Ｄが舵

持ちの場所に到着して乗組員Ａから舵（櫂）を受け取り、乗組員Ａ

は、船首側の櫂引きの場所へ移動することとした。 

 乗組員Ｄは、１３時４５分ごろ、乗組員Ａが、右舷舷側の上縁を船

首方に向かって１、２歩進んだところで足から落水したことを目撃し

た。 

 他の乗組員は、乗組員Ａが川の右岸へ向けて泳ぎ出したことを見て

本船を反転させることとし、川幅が広く、流れが緩やかになった所で

反転したのち、少し遡って右岸に着けた。 

 他の乗組員は、右岸の岩の陰から泳いで本船に向かって来る乗組員

Ａを認めたものの、乗組員Ａが、顔の半分程度が川につかった状態で

腕を二度かいた後、頭が水面下に沈み、船尾付近を通過して行ったの

で、乗組員Ｄが川に飛び込み、更に乗組員Ｃも本船を離れて陸岸を下

流へ向かった。 

 乗組員Ｃ及び乗組員Ｄは、乗組員Ａを川から引き上げ、心拍が止まっ

ていた乗組員Ａに心臓マッサージを施し、一方で乗組員Ｂに救急車を

要請するよう伝えた。 

 乗組員Ｂは、１３時５０分ごろ１１９番通報を行い、その後、本事

故発生場所に至った後続船の乗組員がＡ団体に本事故の発生を電話連

絡した。 

 乗組員Ａは、本船及び後続船の乗組員によって左岸に運ばれ、本船

の乗組員が心臓マッサージを行いながら、救急隊の到着を待った。 

 乗組員Ａは、救急車で京都市の病院に搬送されたものの、死亡が確

認され、虚血性心疾患と検案された。 

（付図１ 事故発生経過概略図（川下り行程部分図）、付図２ 事故

発生場所概略図 参照） 
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 その他の事項  乗組員Ｄは、乗組員Ａから櫂を受け取ったのち、乗組員Ａが、航行

の途中で撮影された記念写真のサンプルや記念写真の申込み方法を説

明したファイルを右手に持ち、船尾部の梁に上がるときに前かがみに

なった際、胸ポケットに入れたたばこ
．．．

が落ちそうになったので、左手

でたばこを持ち、１、２歩右舷の上縁を進んだところで左舷側に体が

傾き、直後に右舷側へ振れ、落水するところを目撃した。 

 乗組員Ｄは、乗組員Ａが、両手が塞がっていたので、左舷側にバラ

ンスを崩した際、旅客に寄り掛かるなどしてけがをさせてはいけない

と思い、体勢を立て直そうとして右舷側に体重を掛けた際、勢いがつ

きすぎて更にバランスを崩したために落水したものと本事故直後に 

思った。 

 Ａ団体では、乗組員が配置の交代を行う際、必ず右舷側を通行する

こととしており、乗組員は、一方の足で座席用の板を乗せる船体内側

の桟
さん

を、他方の足で舷側の上縁をそれぞれ踏み、左舷側（内側）に傾

けた体勢で、時には旅客の肩を借りて移動していた。（写真１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船の船内（一部の座席を取り外している） 

 乗組員Ａは、本事故当日、薄手の長袖シャツ及び長ズボンを着用

し、運動靴を履いていた。 

 乗組員Ｃは、乗組員Ａほか２人の乗組員と共に本船を保管している

場所まで取りに行き、乗組員Ａが、ふだんと変わった様子がなく、元

気そうに見え、また、１回目の配置の交代時、乗組員Ａと言葉を交わ

した際、異状は感じなかった。 

 本船の乗組員４人は、ベルト式の救命胴衣を着けて乗船場を出発し

たが、乗組員Ａは、救助された際、救命胴衣を着けていなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 乗組員Ａの死因は、虚血性心疾患であった。 

 本船は、桂川を航行中、２回目の配置の交代を行うこととし、乗組

員Ａが船首方へ移動中にバランスを崩したことから、落水し、虚血性

船尾 

船首方 

座席 

座席用の板を乗せる桟 
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心疾患により死亡するに至ったものと考えられるが、虚血性心疾患に

至った状況を明らかにすることはできなかった。 

 乗組員Ａは、両手が塞がった状態であったことから、船首方へ移動

する際、バランスを崩したものと考えられるが、その状況を明らかに

することはできなかった。 

原因  本事故は、本船が、桂川を航行中、乗組員Ａが船首方へ移動中にバ

ランスを崩したため、落水したことにより発生したものと考えられ

る。 

参考  Ａ団体は、本事故後、乗組員の転落防止策を検討し、次の改善策を

行うこととした。 

 ・乗組員は、右舷側を通行する際、旅客に声掛けをして断りを行

い、右端に着席した旅客の肩を借りて一方の足で船底を、他方の

足で座席用の板の右端を踏んで移動すること。 

 ・旅客及び乗組員の救命胴衣の着用並びに乗組員は操船作業中も外

さないことを徹底すること。 

 ・乗組員の健康状態を把握し、健康診断の結果、再検査の必要があ

ると診断された者には強制的に受診させることを義務付け、ま

た、出航前に健康状態を確認すること。 

 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・救命胴衣等の着用を徹底するとともに、適切な着用を心掛けるこ

と。 

 ・Ａ団体は、乗組員が、船体の上縁を踏んで移動することがないよ

う、また、配置の交代を行う際は、両手を空けた状態で移動する

ように徹底することが望ましい。 
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付図１ 事故発生経過概略図（川下り行程部分図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国土地理院Ｗｅｂサイトの地理院地図使用 
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付図２ 事故発生場所概略図 
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